
                                                    

 
2025 年 12 月 17 日 

各 位 

本店所在地  東 京 都 港 区 六 本 木 一 丁 目 6 番 1 号 
会  社  名    S B I ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 

  （ コ ー ド 番 号 8 4 7 3  東 証 プ ラ イ ム ） 
代  表  者    代表取締役  会長  兼  社長  北 尾 吉 孝 
問い合せ先  取 締 役     西 川 保 雄 
電 話 番 号  0 3 - 6 2 2 9 - 0 1 0 0 （ 代 表 ） 

 
 

（開示事項の経過）SBI 新生銀行の東京証券取引所プライム市場への新規上場及び 
同行株式の一部売出しによる当社個別決算における特別利益計上に関するお知らせ 

 
本日、当社の連結子会社である株式会社SBI新生銀行（本社：東京都中央区、代表取締役社長：川

島 克哉、以下「SBI新生銀行」といいます。）が、東京証券取引所プライム市場に新規上場いたしま

したのでお知らせいたします。 
また、当社は、2025年11月21日付の「SBI新生銀行株式の一部売出しによる当社個別決算における

特別利益について」において、SBI新生銀行の新規上場に伴い、当社が所有する同行株式の一部売出

し（以下「当該売出し」といいます。）による当社個別決算における特別利益の計上を予定している旨

をお知らせしておりましたが、本日当該売出しが実施されました。 
 
当該売出しにあたっては、引受人の買取引受けによる国内売出しおよび海外売出し（計133,000,000

株）ならびにオーバーアロットメントによる売出し（33,300,000株）が実施されております。 
オーバーアロットメントによる売出しにおいて、グリーンシューオプションの行使が行われた場合、

当社が所有するSBI新生銀行株式の総売出株式数は最大で166,300,000株となり、当社個別決算にお

ける特別利益として計上する関係会社株式売却益は最大で436億円となる見込みです。一方、グリー

ンシューオプションの行使が一切行われないこととなった場合、総売出株式数は133,000,000株とな

り、関係会社株式売却益は349億円となる見込みです。 
 
なお、当該売出し後もSBI新生銀行は当社の連結子会社であることから、当社の2026年3月期連結

決算における影響は軽微であると考えております。 
以上 
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本プレスリリースに関するお問い合わせ先：  
SBI ホールディングス株式会社 コーポレート・コミュニケーション部 03-6229-0126 


